


「へたでもいいよ」 
                

島しづ子 
 

 昨年から、キリスト教幼稚園の「野並のぞみ園」に伺っている。牧師さんが不在なの

で礼拝で聖書のお話をするためだ。そこではお腹の底から笑うような出来事によく出会

う。 
以前在任していた鳴海教会には付属の幼稚園があり、園長を兼務した。ある日、障が

いを持つお子さんを連れたお母さんが入園させて欲しいと来られた。たぶん 4 歳ぐらい

だったと思う。トイレの自立もまだらしく、言葉も話せない様子だった。「無理です。受

け入れられません。」と言う私に、「一緒に入れてもらえたら、もっと出来るようになり

ます。」と執拗に食い下がった。玄関でも長い間話し合い、さらに門でも長い時間「でき

るようになります」と言い続けたお母さん。その姿に打たれて、園の先生方と話し合い、

教会の人にボランティアに来て頂いて受け入れた。Ｓちゃんは這って移動し、自分のこ

とも十分に出来ないのに、他の子や小さい子のお世話をしようとするので初めはあきれ

た。「人のことはいいから、まず自分のことができるようになりなさい。」と思っていた

が、次第に彼女のやり方に感心するようになった。自分も助けてもらうから、他の人を

助けようとする彼女。こういう世界っていいなあと思えた。助けてもらうだけじゃなく

て、自分も助ける。障がい者だからって受けるだけじゃない。出来ることで他の人を助

けようとする。Ｓちゃんの姿勢に次第に励まされるようになった。 
他にも障がいを持つお子さんたちがいつも園にいて、その子たちの存在にも、彼らを

取り巻く子どもたちの姿勢にも学ばされた。その後、私の娘が病気の後遺症で重度の障

がいを持った時も、障がいを持った娘の存在を受け入れるのが比較的たやすかったのは、

Ｓちゃん達のおかげだと思う。 
野並のぞみ園では週一回「おばちゃん」の手作り昼食がある。菜園で出来た野菜中心

のメニューで、愛がこもっている。デザートもある。この前はうさぎの格好をしたりん

ごだった。おばちゃんの前には「うさぎりんご」を待つこどもたちが列を作っている。

手伝いをしようと思って、「うさぎりんご」を作り始めたが、なかなか難しい。 
「うまくいかないなあ！」とぶつぶつ言いながら皮を剥いていたら、声がかかった。

「ぼくはへたでもいいよ」「えっ！へたでもいい～」嬉しくなった。緊張している私に「へ

たでもいいよ」だって。そうか～私はこういう風に声をかけたことがあるだろうか。「上

手にね。ちゃんとしなくちゃだめ！」そんな完璧を求めるような言い方ばかりしてきた

気がする。こういう言葉を発することができる園や家庭の空気っていいなあ、と思った。 
愛実の会の昼食も美味しい。厨房の担当者やボランティアさんが「おいしいもの食べ

させたい」という気持ちで作って下さっているからだと思う。鳴海教会時代、幼稚園は

お弁当持参だった。面倒がるお母さんたちによく言ったものだ。「こどもたちは愛情を食

べているんです。食べ物は愛情です。」と。食べることは大事だと思う。コンビニの弁当

を食べ続けていると「酸素不足、愛不足」を感じる。愛実の会では大変な労力でも給食

の手作りを続けて欲しいと願っている。「へたでもいいよ、愛があれば」おっと間違い、

私以外はみな上手だった。 
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外部研修とのかかわり 

 

 今回は私が関わっている「あいち障害福祉ゼミナール」について書いてみたいと思います。

この企画はいくつかの事業所の中堅職員が集まり、1 年間 5 回シリーズで研修に参加すると同

時に、1 回ずつ数人で分担してテーマを決めることから講師との交渉等も含め、裏方の役割も

同時に果たそうという内容です。私自身は第 2 回目(9 月 17 日開催)の担当になったので、他

の担当者と一緒にどんなテーマが良いかや、誰を講師にお招きしたいか等話し合い、講師にな

って頂きたい方と打合せしたり、ということを他の担当者や講師の方をよくご存知の方と一緒

にやってきました。確かに面白くもあり、自分一人ではとても物事が進まず、本当に協力して

いかないと進まないなあと実感する一方、やはり結構大変な実務だなというのも正直なところ

です。 

 準備段階から関わってみて思うのは、もちろん当日の研修が学びの場であると同時に研修を

作り上げていくプロセスに関わっていくことがある意味当日の学びよりもっと大きいかもし

れないという思いがあります。 

 私が担当者の一人である第 2 回目のテーマは｢コミュニケーションとマナー｣です。どんな仕

事でもそうなのですが、福祉の仕事もやはり人間関係が大きな比重を占めます。この人間関係

を考えるとき最も土台となるのがこのテーマかな、と話し合って決めました。この原稿を書い

ている今は準備が大方終わった段階です。当日、よき学びの場にしたいと思っています。 

 

中森由哉 

 

 

 

「小窓から」 ５                        大野義徳 

 
 この仕事をしていると、「大変ですね」と声を掛けられることがある。 

まあ確かに楽な仕事ではないかも知れないが、それはどんな仕事でもそうであろう。 

むしろアシスタントが、いかにも介護の大変そうな人たちの手となり足となり、「自分を殺し

て」かいがいしく尽くしているような姿に映ったことで出た言葉なんだろうな、と感じること

がある。本当は違うんだけどな、と思っても、そこは「いやあ、そうでもないですよ」と多少

引きつった下手な笑顔で答えてその場をやりすごす。 
 

アシスタントが上でも下でもなく、メンバーとは対等な目線を保つことが大切ではあるがじ

つはこれがとても難しい。メンバーはあやつり人形ではないし、アシスタントは奴隷ではない。

そうと意識してはいてもバイアスがかかってしまうのが人の弱さと言えばそうかもしれない。

前回、メンバーの意思を引き出す難しさについて書かせてもらったがこれも、人のありようと

関わりがある。 
 

 例えば意思を問われても、「どちらでもいいや」という時もある。しかしそれよりももっと

複雑なのは、「知って欲しい」という思いと「知って欲しくない」という相反する思いを心に

同居させているケースだ。この心理は、障害者ならずとも広く持っているようで、二元論的に

割り切ってはいけないところが実は最も肝要だ。 
 

このメンバーもアシスタントも持つ心のアンビバレンスに思いを馳せることが、お互いの理

解への遠回りのような近道なのかもしれない。 
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長い梅雨が終わり、やっと夏が来た！！と思ったらもう秋の気配。 

暑さが苦手なメンバーが多いので、メンバーにとってはラッキー？かも知れないのですが、 

農作物への影響などが心配ですね。 

そんな中、愛実の園芸活動はなかなか順調。 

外の暑さをよそに、室内では福祉フェスタの準備を着々と進め、余暇は水族館めぐりを楽し

みました。今回はそんな活動の様子をご紹介します♪♪ 

 

 

 

（Ｐ３～４） 
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毎年 5 月に、アメリカ大使館主催のウォーカー

ソンという催しがあり、アシスタントを中心に

参加しています。今年はそこに出展されていた

中部電力のブースで、地球温暖化防止対策の一

環、夏の暑さを和らげる緑のカーテンキャンペ

ーンとして、蔓が伝う朝顔やゴーヤ、ヘチマの

種が配られていました。7 月に入り夏の気配が

濃くなってきた頃に、みんなで種蒔き。 

すくすく育ってデイ部屋の窓辺を涼しく彩って

くれました。写真は赤ちゃんヘチマです。 

こちらは駐車場脇の畑の様子です。6 月号で紹

介したポーチュラカが見事に花を咲かせてくれ

ました。 

ラベンダーやバジルも見事に茂り、良い香りを

漂わせてくれています。 

バジルは収穫してペーストにしたものを生地に

練りこみ、バジルパンを焼きました。 

ふわふわのパンが焼きあがって、バジルの香り

豊かな味にみんな大満足の様子でした。 

 

 

＊園芸活動＊ 

 

 



 

 

 

 

＊福祉フェスタに向けて＊ 

☆フエルトボール☆ 

フエルトボール作りもいよいよ作品作りの段階に。 

はらぺこあおむしをモチーフにしたストラップや、 

まんまるを生かしたかわいい髪飾りなど、メンバー

にお手伝いしてもらいながら心を込めて作ってい

ます。 

 

☆マグネットピンチ☆ 

フエルトボールを使った小物以外に、木製の洗濯 

ばさみにペイントをしたものにマグネットを貼り

付けた『マグネットピンチ』も作成中。 

メンバーの色のセンスはアシスタントにないもの

が多く、驚きや発見がありとても楽しい作品です。 

 

 

 

 

＊涼を求めて。。。＊ 

夏のお出掛け場所の定番といえば『名古屋港水族館』 

のんびり愛実メンバーのペースに合わせて、出掛ける日を 2回に分けて楽しみました。 

1 回目はイルカショーの見学。いきいきと泳ぎ跳ね回るイルカの姿にみんな釘付け。大きな音

が苦手なメンバーはイルカのアルカイックスマイル虚しく泣き通しでしたが･･･ 

2 回目は生き物に触れるコーナーとペンギン水槽へ。 

なまこやカシパンというウニの仲間を無理矢理？手に乗せられ、ハイチーズ☆ 

夏の良い思い出の 1ページです。 
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＜メンバーの思い＞ 
「紙風船に入って」 

今 利優 

今はまだ練習の段階だけど、ちょっとずつ音響やセリフ合わせが出来るように 

なってきたと思っています。 

新作の話し合いとかも、いろいろ考えたことを、みんなで出し合って決めていけるので楽し

くなってきました。 

 今までの僕なら、そんなこと面倒くさくて嫌だったけど、紙風船に入ってからは逆に楽し

いなと思うようになりました。 

なので今でも正直、そんな自分に驚いています。 

これからも、もっといろんなこと頑張っていこうと思います。 

 

 

 

＜協力者の思い＞ 
「小さな、かけがえの無い世界」 

中野 潔 

「世界中どこだって笑いあり、涙あり、みんなそれぞれ助け合う小さな世界・・・」  

この歌がステージから客席に向かって流れている時、仲間たちは本当に輝くような笑顔を 

いつもうかべています。僕が「人形劇団・紙風船」に（及ばずながらですが）ボランティアとし

て参加させてもらっているのは、その笑顔と真剣な眼差しに惚れ込んでしまったからです。 

 いつもは冗談を言い笑っている人も、遠慮がちにしている人も、舞台に上がるとみんなそ

れぞれに大きな声を出し、進行に合わせて的確に役割をこなして行く。 

ステージ裏から見る仲間たちの動きはプロそのものです。その姿に観客も徐々に引き込ま

れていき、子どもたちの声もいつの間にか静寂に変わっていきます。舞台にかける仲間たち

の熱意が、思いが空間を満たしてゆくようです。 

 私たちの個性そのままに、仲間たちの個性そのままに、様々な人形たちが舞台上を楽しく、

ユーモラスに駆け巡る様子は、私たちの日常に重ね合わせる事ができます。様々な困難を

抱えながらも、いろんな人の力を借りて助け合って生きていく私たちの日常を。だからでし

ょう、舞台が終わるといつも客席から大きな拍手といっぱいの笑顔が仲間たちに送られて

います。そしてその中でとびっきりの笑顔はやはり「やり遂げた」感いっぱいの仲間たちでし

ょう。何度見ても輝かしい、誇らしいその笑顔は、見ている人たちにも更なる笑顔をプレゼン

トしてくれているようです。 

 何度見ても楽しい、なんか嬉しくなってしまう「劇団・紙風船」の公演にまた呼んでくださ

い。活動にほんの少しでも参加できる事は僕のちっちゃな「誇り」なんですよ。これからの活

躍をいっぱい期待します。これからもよろしくね。  
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        心が立ち直る瞬間（とき） 
               

 ── 夏休みのある１日 ──    南   寿 樹 

 「雷注意報が出たら、プール指導はなしにしましょう」という取り決めをしたばっかりに

今シーズンは、ほとんどプールには入れなかった。夏休みのはじめの１週間のプール開放も

7 月 24 日(金)が最初で最後になった。大府養護学校は、病弱、虚弱の児童生徒を対象にして

いる学校であるが、近年運動制限のない「広汎性発達障害」（人間関係づくりに困難を抱える）

の児童生徒がほとんどになっている。地元の小中学校では適応が難しいという事情で隣接の

小児医療センターに入院し、そこから通ってきている。 

さて７月２４日のこの日、小学部の子どもたち７名が職員に付き添われてプールにやって

きた。「早く入りたい」「思いっきり遊ぼうね」「うん」…体育館裏のひっそりとしたプール周

辺がいっぺんに賑やかになった。悪天候続きだったため、どの子もずっと病院の中にいて退

屈し、ストレスもたまっていたのだろう。（たいていの子が病室でゲームをしている） 

「いらっしゃい。やっと入れるね」私はプールの管理者として、みんなを笑顔で迎える。

ところが、みんなの姿が更衣室に消えてしばらくして野原先生が困った顔で駆け寄ってくる。

「どうしましょう、孝夫君の鞄の中には水泳帽しか入ってないんです」野原先生の後ろには

孝夫（小６）の泣き出しそうな姿。孝夫は転校してきたばかりで不安になると学校から飛び

出してしまう。着替えてプールサイドに出た児童の声が孝夫の気持ちを焦らせる。 

（これはパニックになる）とっさに私は「大丈夫だよ。ここから病棟に電話してあげるから」

という言葉に続けて「それより孝夫君に頼みがあるんだけど、プールサイドにホースで水を

まいてくれない？人手が足りなくて困ってるんだ」と頼んだ。たちまち明るくなる孝夫の顔。

「いいよ。僕ね、水まき大好きなんだ」やっと出た声も弾んでいる。すぐにホースを手に取

り、張り切って水まきをする孝夫の背中が踊っているようだ。──誰だって自分を頼りにさ

れると悪い気はしない。そしてそれに応えられる自分が誇らしく、嬉しいものだ。そのこと

は、時として折れそうな心も立ち直らせてくれるのではないだろうか。 

やがて看護師さんが水着一式を届けてくれ、彼は待ちに待ったプールに無事に入れること

になった。「さて、この下に宝石が眠っています。勇気を出して取ってみよう」私はイルミネ

ーションの大きな宝石（クリスタル）を水深板（プールの中に沈めて深さを調節するもの）

の奥に隠し、それを発掘する「宝探しゲーム」を提案した。孝夫はすぐに潜り、トンネルの

ようになっている水深板の奥に宝石を見つけて興奮する。「あれって本物？」「本物だよ」「ス

ゲー」しかし孝夫は、５秒ほどしか潜ることができない。５年生の祐二も加わって挑戦する

が祐二もトンネル内は怖いようで失敗する。あせる孝夫。何度も挑戦しその度に失敗する。

しかし潜る時間は確実に長くなり、思い切ってトンネルの中に・・・ついに宝石を手に入れ

る。「とったどー」孝夫はほえるように宝石をつかんだ手を何度も突き上げる。「こんな孝ち

ゃん初めて見た」と野原先生は手をたたいて喜んでいる。その隣で祐二が羨望のまなざしで

笑っている。──私はこの日、「宝石のような笑顔」をたくさんもらった。 
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NPO 愛実の会 寄付者名(順不同・敬称略)        ２００９年６月１日～８月３１日 

 

賛助会費／NPO 愛実の会の活動に対しての費用 

鈴木 武二  江口 信子  戸田 伊助  吉戸 珱子  中谷 塩子  加藤 百代  上泉  建 

西川 道子  浅野 幸治  佐藤 全弘  八木 隆作  小川 澄三  鈴木 純夫  神原  光 

櫻井 淳司  板倉 洋和  鈴木 洋子  後藤 尚子  澤木 綾子  早川 吉彦  林  恵子 

伊藤 清香  小林 友子  二村 有紀  橋詰 四郎  入門 健一  大村 恵子  桐村  剛 

岡本 惠子  梶野 和恵  杉本  誠  渡邉 綾子  菊地 康之  竹内 淳子  渡辺  幸 

今枝ミサ子 尾崎志満子 鈴木百合子 榎本久美子 川口いづみ 山崎眞由美 伊藤てい子 

山口安男・敏枝 

 

土地建物／将来の NPO 土地建物取得費用 

吉岡満智子 中森 由哉  西川 道子  山崎眞由美  比企 敦子   

 

紙風船夢づくり／紙風船の人形劇製作、公演活動に関する費用 

宮田 鈴枝  中森 由哉  伊藤 和昭  石井 昌也  渡邉 綾子  吉戸 珱子  松元 拓也 

伊藤 純一  吉野 利江  深澤 春男  酒井 淳子  成田 秀子  丹下   進  宮原 裕子 

木村 淑江  小林 友子  伊藤 恵美  堀池 育志  堀田 幾子  永井  猛  赤星 実環 

浜嶋 一史  早川 吉彦  岡本 惠子  青木 教子  高田よし子 林  恵子  板倉美恵子 

成田実千代 村瀬きよ子 和久井由利恵   山口安男・敏枝   北嶋寿一・佳寿子 

 

NPO 資金／NPO の運営に関する費用 

橋本 利正  中森 照子  中森 由哉  吉田 豊子  丹羽まゆみ 臼田 治子  島   一郎 

村上 裕子  中野 瑶子  水野 亨好  吉澤 道子  佐藤 登志  上泉  建  原田  忠 

丹下  進  吉岡満智子 八木隆太郎 

 

寄付・その他 

伊藤きみ江 竹内 淳子  宮崎 正和   松田 正直  浅野 幸治  足立 克己   宮川  等 

早川久美子  湯元 睦美  上泉  建  水島 三造  加藤 百代  坂口 良彬  牛田 ヒサ 

中川 鋪子  柏木 実   高木さき子 榊原 ちゑ  菊池 康之   野村眞理子 石田伊志子 

吉岡満智子  長津  栄  佐藤千萬子 名古屋ワイズメンズクラブメネット会 水野 幸子 

横江 誠一  梅村 亜惠   津田加代子 奥山 喜正  西村 牧子  鶴崎 祥子  鈴木 恭子 

岩崎 武男  福島  真  日比野房子 伊藤 暁子  渡邉 綾子  土屋美恵子 立嶋トシ子 

市原信太郎・誉子    ＹＭＣＡワイズメンズクラブ     京都みぎわキリスト教会   

  

ご協力ありがとうございました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

任意団体「障害者・友だちの会・愛実」受付分   

 

新型インフルエンザの流行が心配されています。ここでも弱者と言われる人には高い危険が 

伴うと言われています。予防で対応できる部分があるのですから、頑張りましょう。 

ご協力感謝致します。長村 

 

「寄付金個人・教会」  楠本啓子 朱 文洪 後藤光枝 下村徹嗣 佐野都吾・美穂  

横井忠弘（複数回） 中山静雄 藤 深智 大薮礼子 青本光子  

「賛助会費個人」   吉谷尚之（複数回）        

「土地建物基金個人」  岩田太万亀（複数回） 
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第 2 回ＮＰＯ法人愛実の会定例会報告 

 

 愛実の会では今年度よりの新しい試みとして、理事や管理的立場の職員だけで法人の

課題を考えるのでなく、もっと広がりを持って一緒に考えていくことが大切であろうと

の思いに基づき、正会員(総会議員)が集まって定期的に法人の課題について話す時を持ち、

その話し合いの中身を法人の運営に生かしていこうということで、4 月の第 1 回に続き第

2 回目の定例会を 7月 25 日(土)に開催いたしました。正会員 42 名中 24 名の参加でした。 

 今回は、まだまだ正会員の多くの方が自分の思いを充分に出していないのではないか、

とのことでまずは 1 人 1 人に思いを出してもらおうを考えグループに分かれて活発に思

いを出し合いました。 

参加者は、メンバー、家族(親)、職員、協力者といくつかの立場からそれぞれの立場に

立った意見が出されました。以下その中でも主要な意見を記します。特に主要な意見に

ついては、立場を超えて共通に考えている事柄ではないかと思っています。 

 土地建物移転の件：建物の使いづらさや手狭さを感じる拠点があるのが現実です。こ

の件については話し合いの後スライドによる報告もあり、時期・一箇所集中か分散か・

賃貸か購入か・資金確保の問題等課題も多く今後も大切な課題であることを確認しまし

た。 

 職員待遇の件：決して充分とはいえない給与面の現実があり、給与面の保障とともに

研修等充実してより質の高いケアが出来るよう法人として考えていくことも大切である

と思っています。 

 医療的ケアの確保：医療的ケアが必要なメンバーも多数ではないが通所しており、彼

らが確実に通所できるよう看護師体制の強化が必要なことと思っています。 

 その他、今後ホームヘルプをどうしていくか、ケアホームが必要ではないか、地域と

のつながりを強めていきたい、社会福祉法人化は？、通所のための送迎は大丈夫か？、

等々様々な意見が出されました。あとまだまだ少数意見が出されました。少数とはいえ、

貴重な意見で決して軽んじて良いわけではないと考えております。 

 今回の話し合いを今後に生かしていくとともに、次回(第 3 回)定例会については、今回

の話し合いをふまえて、具体的に課題を深く協議していきたいと考えております。 

                              

 中森 由哉 
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扇風機寄贈の御礼 

 ７月末に市内在住の方より、中部善意銀行様を通して扇風機４台の寄贈を受けました。

３箇所の通所サービス拠点と事務所におきまして、暑い中メンバーや職員の体調管理に

重宝していると共に、冷房の利かせ過ぎ防止にも役立ってくれています。 

ありがとうございました。 

 

職員募集 
■ 正規職員 2010 年 4 月 1 日採用 

勤務内容：生活介護事業所（通所サービス）における介護全般と活動をサポート 

 募集人員：若干名 

 勤務時間：9：00～17：00 

   休日：日曜日＋週１日（週５日勤務） 

  基本給：高卒 136,000～／月 専門学校卒 144,000～／月  

大卒 152,000～／月 

   資格：ヘルパー2 級以上・普通自動車免許必須 

 

■ 看護職員（パート）随時採用 

 勤務内容：生活介護事業所（通所サービス）における医療的ケア 

（胃ろうからの水分・栄養分注入・吸引・呼吸器等管理）と介護全般 

 募集人員：1 名 

 勤務時間：10：00～16：00 を基準に応相談 

  勤務日：週２～３日（水曜日と土曜日を含む）  

   時給：准看護師 1,200 円～／月  正看護師 1,300 円～／月 

 

■ 介護職員（パート）随時採用 

勤務内容：生活介護事業所（通所サービス）における介護全般と活動をサポート 

 募集人員：若干名 

 勤務時間：9：00～17：00（もしくは 9：00～16：00／10：00～17：00） 

  勤務日：月～土のうち 週３～４日 

   時給：800 円～／月 または 850 円～／月 （資格・経験による） 

   資格：ヘルパー2 級以上・普通自動車免許必須 

 

興味のある方はぜひ気軽に一度ご連絡下さい！ 

問い合せ先：０５２－７００－１１２０（法人事務所・担当中森） 




